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（輌たな公的支擾運動・災害櫨災者支擾のための鑢織が覺足しました。
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1.この会の名称は「災害被災者支援と災害対策改善を
めざす全国遍絡会」 （略称 ・災対遠）とします。

2.この会の目的と活動
①阪神 ・浚路大震災被災者等の生活再建と住民本位の

復巽をめざす支援活動

。公的支援法の抜本的改善をはじめ．国の責任による

被者支援制度の確立のとりくみ

③災害・ 防災問麗に関する運動 ・情輻の交流

④以上の目的を実現のために必要な事業．活動

3.この会は、会の趣旨目的に費同する中央諸団体、
被災関係団体．阻人によって構成します。この会の運
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災対連の当面のとりくみ

営は全員一致制によっておこないます。

4.この会は毎年 1回、総会をひらきます。
この会（こ．代表世話人、世話人（団体または嗣人）

をおきます。

世話人会議の互選で事務局団体（事務局長．事務局次

長）を選出します。

5.この会の活動資金は参加団体．慇人の会●、および
寄付金、事業収入などでまかないます。

6.この会の遍絡事務所は、東京都邸こおきます。

以

代表世話人鮫島千秋保団遵会長
小林洋二全労連議長
復頁稟民会這代表委員

〇恢災地の立場に立って支援法の抜本的改善を基本に、公

的支援の拡大を求めて対政府・国会行動にとりくみます。

〇国・披災自治体の阪神 ・淡路大震災対策の打ち切りに反

対します。 ！ 
〇被災地、専門家等の意見や政党・議員等との懇談をふま A 

:\,~. J・・L・
え、対研要求を秋の臨時国会を目途に確立します。 1 ‘・片： ・y -i- - - t• 石
Oil月II日に対政府・国会行動を実施します。

05周年メモ＇ ｝ナル行動を被災地の復興兵庫県民会譲と災 l ¥ [ -•L ・・ l • 

対連は共同してとりくみます。
｛ 

〇復興県民会議の 1人1000円「意見広告ポスター運動」な I I I l 
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被災地だより

絆
第12号

これ以上人災による犠牲者を出さないために

強力な絆を避難所になった神戸の学校現場から全国へ

全敦神戸市鬱●員纏合「絆編集配

神戸市中央区下山手逼

4 • 1 3 • 9中尾ビル3F

Tfl-078-391-7508 

FAX-078-391-8549 

〒量込口塵書号01170-7-29732 

1999・11・17（季刊発行・次回 2000/1/17予定）

震災5厠年を前に
霰災地の復興は進んでいるのでしょラガ？

（被災者に希望が持てる震災検証を！！）

被災地は今、震災5周年を前に「復興が本当に進んでいるのか？」

「災害に対する備えは充実したか？」「安心して暮らせる街になったか？」

等様々なところで検証が行われています。

阪神・淡路大震災救援復輿兵庫県民会議は、

神戸市に対し、

「市が検証活動を行う場合、被災者の生活再

建に役立つ検証をするよう申し入れた」

と発表しました。県民会議としても

「住宅•生活再建・公的支援のあり方・産業・
雇用等20項目にわたって調査し、その結果を

来年1月の5周年に発表する」としています。

同じ被災地でも、復興の進んでいる所と

遅れている所の格差が目立つこの頃です。

灘区の場合、復興のシンボルともいうべき復興住宅の周りがまだ更地が

広がり寒々とした風景があちこちに見られます。

この現状を、街づくりを進めてきた人に聞いてみました。

更地の向こうに

登える復興住宅

2意貶・ 2惑根をお寄せCださし＼．

季刊発行（次回． 震災 5周年／月 l7日発行予定）

今の被災地の課題を是非自分たちの

問題として受け止め、一緒に考え、

その問題解決のために行動して頂けるよう、

この被災地便り「絆」を通して発信し綬けます。

今後とも引き続きお読みくださり、ご意見・

ご感想を寄せて頂ければ幸いです。
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被災しただけでも大変なのに、その上不況が追い討ちをかけ、なかなか

再建が進まず困っている様子が浮き彫りになってきています。（次ページヘ）
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震災復興街づくり
衝づくり檎証1

r．とロマンの衝づくり」は
21世紀への圃圃

卓，，られる・人へ0宣量
櫨災鎗では、復興事婁として下記の15地区を指定し区繭整理事霙を遍めてき

戸；西 ．
⑧ 雇 ： ノ

ぅーよ戸-哄ヲ—--忘正--」尺◎ ］ 艮
雙

の

を
提供し、道路・広場を整備する街づくりの手法です。行政任せではなく、事業見直

しを含め、住民が参加した意義は大きいと言えます。しかし、道路や公園をどこに

もっていくか、その大きさ等を話し合う時は熱心に参加した地域の人たちも、権利問

題法規制が絡み、その上年月が経つに従い 1日も早くそれぞれが居住地を求め

たため、購論もそこそこにまとめざるをえず、必ずしも誰もが納得した「住み良い街

づくり」になったとはいえません。

被害の大きかった灘区では，JRを挟んで下記のように再開発事業区域が広がっ

ています。特に防災の街づくりとして国からある程度の補助を受けるためには、住

宅市街地にlhaの大きな公園・緑地を造ることがその条件の1つになりました。 • 
JRより北側では、そのような余裕はなく 8000面の防災公園を造る事にしたという

ことです。その土地に住んでいた人たちに必要な土地の配置替えを決める「仮換

地指定」が今進められています。

それぞれの住んでいた場所と比較して、その

立地条件・評価額・権利関係等、移転に際して

の複雑な問題が生じています。

今後話しが具体的になればなる程、肝心の住

宅再建は個人の資金力にかかってきます。

不況が追い討ちをかけ、住宅は建ったけれ

ど被災者に厳しい結果にならないよう、その再

建を後押しできる優遇措置等、個人に対する

支援が改めて求められています。

ゆとりある防災の街づくりは、何もかもなく

した被災者を支援できる個人補償に支えられて

こそ実現できるものである事を改めて感じさせら

れる現状です。

り
‘

く参考＞ こ二： ・災麟の土嶋区憂雙讀事●区鑢

ニ・災記の土邊区轟聾ll1事●区櫨
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（輌たな公的支援運動・災害櫨災者支援のための編織が覺足しました。 P.8参顧）
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神戸市は、震災5周年を迎えようとしている今、「復興の検証」を市民に盛んに
求めていながら、「神戸空港建設」は、「市民投票Jの結果を無視し、一方的に
進めています。一方で「行財政改革」と称して「福祉・医療・教育」政策の見直し

等にこと借りて、市民・弱者に厳しい条件を押し付けています。このような市政

を根本的に変えていくための取組みを今後とも続けていく申し合わせが、

：行われました。濱料P．雌環）

神戸空港埋め立て
認可に怒りの声r,
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学
者
ら
市
民
ヘ
ア
ピ
ー
ル

神
戸
空
港
建
設
の
是
非
を
め

ぐ
る
住
民
投
票
運
動
の
流
れ
を

一
受
け
、
須
田
勇
・
元
神
戸
大
学

畏
や
北
山
六
郎
・
元
日
本
弁
護

士
連
合
会
会
長
、
ラ
ジ
オ
パ
ー

・
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
小
山
乃
里
子

―

J

さ
ん
ら
神
戸
市
ゆ
か
り
の
十
人

が
五
日
、
「
市
政
が
疱
え
至
J

一
奏
J

ま
な
問
瓢
に
つ
い
て
情
報

一
公
開
を
求
め
、
知
恵
を
出
し
合

す
い
、
話
し
合
お
う
」
な
ど
と
す

る
市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
発
表

し
た
。
今
援
、
市
内
外
か
ら
賛

同
す
る
個
人
磁
っ
た
上
で
、

勉
強
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

い
て
い
く
と
と
も
に
、
問
題
の

解
決
手
殴
の
一
っ
と
し
て
、
ニ

年
援
に
迫
っ
た
次
期
市
長
選
も

視
野
に
入
れ
て
活
動
す
る
と
い

う。

十
人
は
い
ず
れ
も
、
住
民
投

票
条
例
の
制
定
を
求
め
た
約
三

十
一
万
人
の
薯
名
や
、
空
港
の

費
否
を
閲
つ
自
主
管
理
に
よ
る

投
菜
の
結
果
に
対
し
、
市
や
市

会
が
取
っ
た
態
度
に
不
満
を
疱

い
た
と
い
う
。
市
の
震
災
復
興

施
策
に
も
疑
問
を
投
げ
か
け
、

・
早
川
和
男
・
神
戸
大
名
誉
教
授

．，

は
「

＂市
民
版
、
の
復
興
検
証

作
業
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

．
と
行
い
た
い
」
と
し
た
。

須
田
元
学
長
は
「
当
然
、
市

長
選
を
に
ら
ん
で
い
く
が
、
選

挙
は
手
殴
の
一
っ
で
あ
っ
て
目

的
で
は
な
い
」
と
し
、
住
民
投

ー
｛
運
動
に
端
を
発
し
た
市
長
リ

コ
ー
ル
ヘ
の
動
き
と
は
一
綜
を

画
す
考
え
を
示
し
た
。

鈴

田

渉

29歳

（
大
学
院
生
北
九
州
市
小
倉
南

区）
か
か
る
時
期
に
い
う
の
も
何
で

あ
る
が
、
な
ぜ
神
戸
に
空
港
が

必
要
な
の
だ
ろ
う
か
と
率
直
に

詈

。
市
は
「
空
港
建
設
推
進
決

議
」
を
い
ま
だ
に
タ
テ
に
取
っ
て

い
る
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
な
ど

に
よ
り
状
況
は
変
わ
っ
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
固
執
す
る

の
か
。

市
民

6
深
め
た
住
民
投
票
条
例

案
を
否
決
し
、

「自
主
管
理
・
市

民
投
票
」
結
果
も
無
視
す
る
市
当

局
、
市
会
与
党
の
一
連
の
行
動
は

理
解
し
が
た
い
。
民
意
を
無
視
し

続
け
れ
ば
よ
い
と
お
考
え
な
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
市
政
不
信
は

高
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。

叫 （初叫リ

r 

「
市
民
投
票
」
の

結

果

は

真

摯

に

わ

れ

た

こ

と

が

な

い

が

ら

で

あ

岡

本

誠

49歳
る

。

．

（会
社
良
神
戸
市
須
惑
区
）
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
昨
年

七
月
十

一
日
か
ら
八
月
八
日
ま

一
の
住
民
投
票
条
例
す
ら
議
会
が
否

で
の
約
四
週
間
に
及
ぶ
「
神
戸
空
決
し
て
し
ま
っ
た
。
都
市
計
画
法

港
賛
否
・
市
民
投
票
」
が
投
票
箱

、．

に
よ
れ
ば
「
都
市
計
画
と
は
圧
劉

を
閉
じ
た
。
昨
年
の
住
民
投
票
条

．．
 

的
多
数
の
市
民
が
正
し
い
と
了
解

例
の
直
接
請
求
と
異
な
り
市
民
の
し
た
都
市
空
間
を
変
え
て
行
く
技

自
己
管
理
に
よ
る
市
民
投
票
で
は
術
行
為
を
行
政
が
賣
任
を
持
っ
て
・

あ
る
が
、
こ
の
結
果
を
市
長
や
市
遂
行
す
る
こ
と
で
、
最
終
局
面
で

当
局
は
真
摯
（
し
ん
し
）
に
受
け
は
願
め
て
少
数
の
反
対
者
に
納
得

止
め
る
べ
き
で
あ
る
。
し
て
も
ら
う
」
と
い
う
定
義
が
ス

な
ぜ
な
ら
神
戸
空
港
に
つ
い
て
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
と
い

は
市
の
公
聡
課
が
四
年
に
一
度
行

・ご
つ
。

っ
て
い
る

「神
一pl市
民
全
世
帯
ア

9

議
会
の
多
数
決
の
み
で
都
市
計

‘9.V

ン
ケ
ー
ト
」
で
も
、
そ
の
補
完
的
画
を
遂
行
す
る
こ
と
は
、
い
た
ず

な
役
割
を
果
た
す
「
神
戸
市
民
意
ら
に
市
民
の
行
政
不
信
を
加
速
す

識
調
査
」
で
も
、
そ
の
是
非
を
問
る
ば
か
リ
と
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
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特集） 広島からの報告
修学旅行で神戸に訪れた中学校から、その後の取組も

含めお便りが届きましたのでお知らせします。 (P4~6)

ふ
間
罰
訓
間
[
[
〗
〗
〗

を
神
戸
市
立
稗
田
小
教
論
か
ら
、

す蓄
震
災
当
時
、
赴
任
し
て
い
た
同

練

翌

本

山

第

二
小
学
校
で
四
人

の表
の
児
窟
が
亡
く
な
っ
た
こ
と

発
や
、
迎
動
坦
で
出
空
卒
業
式
を

ら
-
が
開
い
た
こ
と
な
ど
を
問
き
、
避

な

難
所
に
な
っ
た
同
小
の
ビ
デ
オ

を
見
た
。

し映上

修
学
旅
行
に
先
立
っ
て
旅

を

行

実
行
委
員
の
生
徒
六
人
は
、

ドイ
仮

設
住
宅
や
迫
難
所
と
な
っ
た

ラ
小
学
校
を
訪
れ
、
被
災
し
た

自
分
た
ち
と
同
じ
学
年
の
子

ス.＂`
ど
も
た
ち
と
交
流
し
た
。
神

戸
訪
問
で
生
徒
た
ち
は
「
福
山

云 5芦ュ
℃ ... 奉 芹 間

羹

澤
警

一一
9̂9
9E
X
¢
検
・
い
伶
器
・
ぶ
菱
・各・
5.•. 

――
 冒破

認
繍
罪
神
戸
で
見
聞
文
化
祭
で

． 

に
も
地
震
が
来
る
か
も
知
れ

な
い
。
そ
の
時
家
族
は
ど
う

な
る
の
だ
ろ
う
」
藤
原
真
弓

さ
ん
）
「
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
伝
え
た
い
」
（
大
磯

綾
ん
）
と
い
う
思
い
を
強
く

し
た
。発
表
は
、
修
学
旅
行
で
見
聞

き
し
た
事
の
ほ
か
、
湿
山
市
に

も
活
断
府
が
あ
り
、
大
匹
災
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
。

防
災
に
つ
い
て
皆
で
考
え
る
よ

う
呼
び
掛
け
る
内
容
に
な
っ
て

い
る
。生徒
た
ち
は
今
後
、
福
山
市

の
防
ー
計
画
や
防
災
を
念
頭
に

置
い
た
街
作
り
に
つ
い
て
も
学

習
す
る
予
定
で
、
学
年
主
任
の

西
谷
章
教
諭

(48)は
「
防
災
は

生
活
に
密
耀
し
た
こ
と
°
神
戸

へ
の
梧
字
旅
行
で
は
、
防
災
を

勉
強
す
る
意
味
を
実
感
す
る
よ

い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
」
と

話
し
て
い
た
。

（読売•福山版•99 ・ 10·11)
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澤災地・神戸修学旅行」に取組んで

広島県 福山市立東朋中学校教諭西谷章

岡山県境にある広島県福山市立東朋中学校(2年生・260人）は、

今年はじめて神戸へ修学旅行に行きました。最初の2日間は、京都
での学級別・班別行動。そして、 3日目に神戸で「神戸のなおちゃん」
の著者・池見宏子先生のお話しを聞きました。先生は「科学者が、神
戸に大きな地震の恐れがあると警告していたにもかかわらず、神戸の
多くの人々は、まさか、神戸に大地震が起こるとは思わなかった

大地震の教訓として、人と人とのつながりの大切さ、学んだ事を生活
の中にどう活かしていくか、そして、安心と安全の街づくりについて考
えていくことが重要である」ことを語られました。

阪神大震災の時、福山では震度4で水道管が破裂した所もあり、

神戸からの転入生もありました。 修学旅行に行った生徒達は、当時、
小学校の3年生でした。多くの子が、阪神大震災の記憶があり、特に、
面速道路の倒壊が印象に残っていると答えていました。

修学旅行に先立って、 8月2日、修学旅行実行委員・神戸班の6人
の子ども達と一緒に青春切符・日帰りの神戸訪問を行いました。 池
見先生たちの案内で仮設住宅の見学と神戸の中学生との交流をさ
せて頂きました。私達が行ったポートアイランドには、3100戸の仮設
住宅が作られ、解体作業中のプレハブ

の中に入ってみると、隣の家との板壁が

あり、厚さを測ってみると4ミリしかありま

せん。テレビもイヤホーンで聞かなくて

はいけない理由が分かりました。

緊3““̀そ！
、.-’

復興住宅の前で

仮設住宅曹で

仮設住宅は天井も低く、屋根は鉄板でできており、

夏には部屋の中が40度を超し、クーラーが役に立

たなかったそうです。

仮設住宅周辺には木もなく、私達が訪れた日も焼け

付くような日ざしでした。仮設住宅一つをとっても、

考えさせられる事が多くありました

午 5
 



震災の教訓を生かすために
（広島からの輻告…前ページよりつづき）

神戸から帰って、福山の地質学の専門家に話を聞いてみました。

今回修学旅行に行った生徒が住んでいる地域にも、活断層があり、近く
を走る山陽自動車道も活断層の上にあることが分かりました。

そうした時期に、トルコの大地震があり、そして、翌月には台湾でも大き
な被害をテレピで見ることになりました。

•生徒たちも、少し、自分の問題として考えるようになってきたと思います。
神戸修学旅行で学んた可梵110月の文化祭で2年生が、学年発表を行い
ました。 11月には、 2年生全員でアニメ映画「地球が動いた日」を見ること

にしています。

・大地震を通して、日常的なうわべだけのつながりから、共に生きるため

の生活に根ざした真のつながりを知る中で、子ども達が様々な事を感じ、
考えていってほしいと思います。

櫨災体●を露る神戸の子ども違

神戸の学習をきっかけに、今後、

生徒と一緒に自分達の住んでいる
町についてゆっくり・じっくり、考え

学んで行きたいと思っています。
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話を聞く広●の代襄の子ども違

e 
• お便りを有難うございました。

神戸の子ども達も、熱心に聞いてもらって、

「改めて、体験を語る大切さを感じた．励み

になった。」と感想を寄せてくれました。

貴重な機会を有雛うございました。

/
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連最

地震防災と理科教育・学校 櫨谷中学校・賣本格

-1996年兵庫県繭椰地震が学校と載育に実き付けた繹題一

シリーズ8 （地質学論集第51号より）

学校の防災体制・防災教育
今園の震更の体験から、今までの学

校での防更体制と「安全敏育」の不十

分さが指繍され、その見直しと拭本的

幾化が叫ばれている。（兵庫県敏育奏

員会、 1996神戸市敏育奏員会指導尋

指導第1議1996)。更書の可飩性を想

定して、櫨害を最小限にとどめるため

の学校での防更体制や防更載育が本

格的に議論され、検討される事はかっ

てなかったことだと言える。

その疇，重妻な事は、今躙の震更の体

験から正しく学ぷとともに．学校とい

う湯の特嫌性をふまえることである。

蹴肩や自治体、企業などと違って、学

枝は多くの子どもたちが学び生活し、

しかも筆年入学と卒素を繰り返しな

がら入れ讐わっている。さらに、学校

はふだんから，「今令と指示」によって

動いている饂織ではなく，すぐれて自

主性と自発性が専重される饂織であ

る。このことも重妻な条件である。

..
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もし、今回の地震が子どもたちが学枝

にいる峙間書に起こっていたという

想定をしてみても，有効な防災マニュ

アルは不可能であることがわかる。

更書発生の疇閏書，学校の櫨害状況，

地域の櫨害状況．ライフラインの櫨害

など，多量の条件が櫨緯に関連しあっ

た彙量の湯合に対して．常に有効に対

応できるマニュアルは不可饒と言わ

ざるをえない。もし，技衛的に可饒であ

ったとしても、毒年入れ讐わる子ども

たちに量嵐することは艤謀な試みで

あろう。仮に、更害疇の対応のマニュ

アルを東定するのであれば、それは最

職員の動きについての最も基本的な

ものとするとともに、それを絶対化し

ない亀度をこそ量嵐しておくことが

大切であろう。

最も大切なことは．「自分と友達の今

を守る」ということを基本にして、状

況を正確につかんで塵機応変の行動

がとれるような判断力が、ふだんから

発揮され，育まれていることである。そ

のためにふだんから学鍼で一人一人

が大切にされ．負主性が専重されなが

ら、豊かな人間闘緑が作られているこ

とが，最も本賃的な精更対棗であり防

更載育と言えるだろう。

次疇は最終疇・「学校の精更体制・防更載育（つづき） •まとめ」を掲最します。
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